説教要旨　フィリピ１章３－８
3 わたしは、あなたがたのことを思い起こす度に、わたしの神に感謝し、
4 あなたがた一同のために祈る度に、いつも喜びをもって祈っています。
5 それは、あなたがたが最初の日から今日まで、福音にあずかっているからです。
6 あなたがたの中で善い業を始められた方が、キリスト・イエスの日までに、その業を成し遂げてくださると、わたしは確信しています。
7 わたしがあなたがた一同についてこのように考えるのは、当然です。というのは、監禁されているときも、福音を弁明し立証するときも、あなたがた一同のことを、共に恵みにあずかる者と思って、心に留めているからです。
8 わたしが、キリスト・イエスの愛の心で、あなたがた一同のことをどれほど思っているかは、神が証ししてくださいます。
「福音にあずかる」

【感謝する】
　フィリピの信徒の手紙は「喜びの手紙」とか「愉悦の書簡」などと呼ばれています。事実「喜び」という言葉は１６回ほど出てきます。パウロは何故喜びを感じているのでしょうか。私たちはこの手紙からその理由を知りたいと思います。
　１：３－８は、長い一連の文書で、その冒頭は「感謝する」となっています。つまり、この文章の構造から、感謝の内容、彼の感謝できる理由があきらかになります。
【ガラテヤの教会】
ところで、パウロの他の手紙の冒頭あるいは始めの部分で感謝を言い表していますが、ただ一つ例外があります。それはガラテヤの信徒への手紙です。何故、感謝をすると書けなかったのか、それは容易に推測できます。ガラテヤの教会は、彼が宣教した教えとは違う方向へと走って行きました。救いはただキリストを信じる信仰によると、パウロは強調しますが、ガラテヤの教会では、律法の行いも救いに必要だと主張する教師が現れ、教会員の中には、彼らに引きずられ、パウロの使徒である権威を疑うものが出てきたのです。このことのゆえにパウロは感謝できなかったのです。
しかし、フィリピ教会はそうではありません。この教会も完全無欠というのではありません。問題は予測されます。しかし、パウロが宣べ伝えた福音をしっかり保っていました。この点で、パウロはこの教会に好意を持っていました。

感謝するという理由ですが、まず、その記憶からです。フィリピ教会に関する記憶です。パウロはフィリピ教会の人のことを記憶にたどると感謝せざるを得なくなると言います。この記憶は、むろん、使徒言行録１６：１１以下に記される最初のフィリピ訪問のことだけではありません。今に至るまでのフィリピ教会に関わるニュースを聞いたことなども含まれます。そして、彼は、祈りによって感謝できていると語りますが、それは彼の体験を示していると思います。
【感謝できない状況】
　パウロがそうであったように、私たちはそう簡単に感謝できない状況に生きています。かえって悲しみ、苦しみ、悩みが付きまといます。けれども、祈りによって、私たちは感謝できるようになると語ります。これは理屈ではなく、パウロの経験であったと思いますし、私たちもパウロのようにはなれなくても、祈りによって、それまでとても感謝などできない状態であったのに、いつの間にか、心に感謝することができるようになるという体験をしています。これが祈りの特別な力であると思います。
神に祈りをささげていると、私たちはときに絶望します。深い悲しみに打ちひしがれてしまい、神に祈る言葉も見つからないという場合もあります。ところが祈りを続けているうちに、全能の神、慈しみと憐れみに満ちている神の前で、私たちはいつしか神が何とかしてくださるという希望を抱くようになります。失望や嘆きが感謝に変わります。こう言う体験は祈りをささげるものが大なり小なり経験しています。

【コイノニア】
　さて、パウロは、フィリピ教会のゆえに何故感謝できるかをさらに書いていきます。フィリピ教会の思い出とは、それは、この教会が初めから今にいたるまで福音にあずかっていることだとされています。福音にあずかるとはどういうことか。この言葉コイノニアは、教会での交わり会などがコイノニアと名づけたりしますが、このコイノニアという言葉は、しっかりした結びつきを表します。福音にしっかり結びついているとはまず、この教会がずっと福音信仰を維持していることを示しています。フィリピ教会は最初から困難に直面していました。それは少数の異邦人のキリスト者からなる小さな教会であったがゆえです。しかし、ずっと教会は信仰を保ち続けてきました。
最初の日から今に至るまで、おそらく１０年間くらい経っていると思われますが、その間いろいろなことがあってもフィリピ教会は最初パウロから聞いた福音を堅く守ってきたのです。ガラテヤ教会とは対照的な歩みをしています。パウロはこのことを思い出すと神に感謝せざるをえないといいます。

【福音にあずかる】
　福音にあずかるというこの表現は、また、福音を宣べ伝えることにあずかるという意味もあります。フィリピ教会はずっと福音を宣教してきました。１：１には、監督と奉仕者を立てていたと言われています。この監督、奉仕者がどういうものであったのか多少の議論がありますが、はっきり分かることは１０年間の伝道によって教会が徐々に成長し、いまや教会の指導者を得るほどまでになっていた、つまり地道にこの教会は伝道を続け成長していたのです。福音の宣教に教会はあずかっていたからです。６節で、このことを、善い業といわれます。良いわざとはいわゆる善行や勤行の類ではなく、福音宣教に従事することなのです。
【献金によって】
　パウロは福音にあずかるということをさらに展開します。それは献金によってパウロを援助することを指しています。フィリピ教会はパウロの働きを最初から援助していました。それは、４：１５以下でパウロが記している通りです。この教会は教会の基礎が据えられてからすぐにパウロの働きを助けました。マケドニア州での伝道のためにこの教会はささげものをしました。テサロニケ伝道の際、フィリピ教会は物を贈って支えました。コリント伝道のときもそうでした（２コリント１１：９）。フィリピ教会は決して裕福な教会ではありませんでした。最初は少数の異邦人だけの教会でした。しかし、教会の大小に関係なく、パウロの宣教を支えたのです。それはずっと続いていました。
【獄中のパウロ】
パウロはおそらくローマの獄に捕らわれていたと思います。１：７でそれを「監禁されている」と表現しています。パウロはいわば思想犯としてローマに送られ、投獄されていたと思われます。獄に入れられても生活費は必要です。フィリピ教会は、わざわざエパフロディトを送って献金を届けたのだと思われます（４：１８）。フィリピとローマはずいぶん離れています。それなのに、この教会は遠路はるばるパウロのところまでささげものを送ったのです。

　こうして、福音にあずかるわざをまっとうしようとしていました。フィリピの教会はローマに行けません。ようやく代表者であるエパフロディトを派遣はできましたが、その他の人たちはずっとフィリピにとどまります。しかし、献金はただのお金のやり取りではありません。そう考える人が多いと思いますが、このなかに霊的は意味が含まれています。献金は単にお金を出すというだけではありません。同じ仲間の、遠くの宗教団体に送金するだけではありません。わたしの恩師は、献金を教会員に訴えることは光栄ある牧師の務めだとよく言われました。なぜなら、私たちはここにいるが、献金によって遠くで働く伝道者と同じところで働くことになるからだといわれていました。場所からいうと私たちは距離を離れたところにいるのですが、献金によってその働き人と共に働くことになります。これは空想ではありません。実際、神の前で私たちは伝道の苦難を共にしているのです。パウロはこれを「共に恵みにあずかる者」と表現していますが、福音にあずかるという言葉と極めて近い関係のある言葉です。

　しかし、ここはもっと深く考えなければなりません。パウロは投獄されていたのです。彼は福音を弁明し、立証しなければなりませんでした。そのために獄に投げ込まれたのです。パウロは帝国の役人の前で、福音の正しいことを明確に示し、福音を誹謗したり、反対する考えに対しては真正面から反論をしなければなりませんでした。それは、単なる宗教的弁論などではありません。キリスト教はローマ国家にとって危険な思想とみなされるかもしれません。実際、その疑いを持たれつつあったのです。

【危険をかえりみず】
　パウロは必死で福音のために戦わねばなりませんでした。そのパウロを経済的に支えるということは危険を背負うことを意味していました。フィリピはローマの植民都市で、ローマ市の習慣や制度を導入している、いたってローマ的な町でした。ローマでキリスト教の指導者であるパウロが有罪とされたならニュースはすぐにフィリピに達します。そうなれば、フィリピにある教会は危険な存在とみなされ、取り締まりの対象にされるかもしれません。パウロと同罪とみなされる危険はありました。にもかかわらずフィリピの教会はパウロを支えました。献金を送り届けて、パウロを助けたのです。

　パウロにとって福音宣教はこのように囚人としての戦いでもありました。それは苦労の多い戦いでした。命がけでもありました。その働きの同調者がフィリピの教会でありましたから、恵みに共にあずかる者だと言うことをはばからなかったのです。そのことを心に留めているパウロは最大級の思いをもってフィリピ教会の働きに注目をしていました。
【イエス・キリストの愛の心】
イエス・キリストの愛の心と訳されている言葉は、イエス・キリストのはらわたと言う意味でもあります。聖書的表現ですが、人間の精神は内臓に位置すると考えられていました。イエス・キリストのはらわた、そこは愛の座でした。イエス・キリストははらわたから溢れ出てくる愛でもって愛される方です。パウロはその愛を自分の愛として、キリストから愛される深い愛をもってあなた方フィリピの教会のことを思う、といいます。なんとも凄まじい表現だと思いますが、それほどまでパウロはフィリピ教会の働きを受け止めていました。これは単なるお金のやりとりなどではありません。そして、教会員のする献金はこのような価値があるのです。献金も霊的なわざなのです。

　フィリピ教会のこのような働きをパウロはひとつひとつ思い出していきます。そうするところでは感謝せざるをえなくなってきます。そして、これこそがパウロにとって喜びの源なのです。フィリピ教会は特殊な教会ではありません。それはその教会にも当てはまりますゆえに、私たちはこの教会から大切なことを学び取ることができます。（おわり）
